
資料１３ 

 

要 旨 

 

１ リーフレット『「シフト制」労働者の雇用管理を適切に行うための留意事項』 

                       （京都労働局 監督課） 

 ⑴ このリーフレットでは、いわゆる「シフト制」で労働者を就労させる際に、使用者

に留意していただきたい内容をまとめています。 

① シフト制労働契約に限らず、雇入れ時、契約更新時には労働条件の明示が必要で

す（令和６年４月から労働条件明示事項が追加されています）。 

  明示事項の「始業・終業時刻」について、労働契約の締結時点で、すでに始業と

終業の時刻が確定している日について、単に「シフトによる」と記載するだけでは

不足であり、労働日ごとの始業・終業時刻を明記するか、原則的な始業・終業時刻

を記載した上で、労働契約締結時に定める一定期間分のシフト表等を併せて労働者

に交付する必要があります。 

② 年次有給休暇について、使用者は、原則として労働者の請求する時季に年次有給

休暇を取得させなければなりません。「シフトの調整をして働く日を決めたのだか

ら、その日に年休は使わせない」といった取扱いは認められません。 

⑵ 厚生労働省では、「事業者のためのお役立ちサイト『スタートアップ労働条件』」

を設置しており、以下のような情報を提供していますので、ぜひご活用ください。 

    ・ 電子申請支援・就業規則作成支援 

    ・ 労働条件の診断 

    ・ パンフレット類・Ｑ＆Ａの掲載 

   詳細は、最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。 

 

２ リーフレット『ハラスメント対策・女性活躍推進法に関する改正ポイントのご案内』 

                       （京都労働局 雇用環境・均等室） 

⑴ 本年 6月 11 日にカスタマーハラスメント対策、求職者等に対するセクハラ対策（い

わゆる「就活セクハラ」）の義務化、女性活躍推進法の有効期限の延長を内容とする

改正法が交付されました。 

⑵ 法律の施行日、義務化の内容等については、今後、省令指針で詳しく定められる予

定です。詳細が決まり次第、説明会等周知を行いますのでよろしくお願いいたします。

このリーフレットについては京都労働局雇用環境・均等室にお問い合わせください。 
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